
令和６年度　六合中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

顔の見える関係作りに努
め、関係機関との連携を強
める。

①民生委員児童委員協議会に出席（月1回）
②応援隊連絡会に出席するとともに介護支援専門員にも参加を促し、情報交換の機会
を設ける（道悦島、岸町）
③生活支援をつなぐ会に出席

地域で長く暮らせるように
介護予防の意識を高めてい
く。

①しまトレ（14か所）居場所、ふれあい（岸町、高島町、道悦、東町、阿知ケ谷、
東光寺）に参加
②健康相談会を実施（年3回）

地域住民が自ら自分の生き
方を考え、自分らしい生活
を構築できるよう支援す
る。

自分らしく生きることにつ
いて考える機会を持つ。

各しまトレ講話に人生会議のテーマを取り込む。

認知症施策の推進
地域で認知症の方を支えら
れるような体制を構築す
る。

多世代に認知症を正しく理
解してもらい、支援者を増
やしていく。

①認知症サポーター養成講座の開催（六合小、六合東小、六合中、企業、金融機関）
②チームオレンジ連絡会（2回）
③認知症カフェ開催（年12回）

関係機関と早期に連携を図
り、情報共有する。

①個別地域ケア会議の開催（随時）参加者：行政、社協、民生委員、介護支援専門
員、その他ケースに応じて協力を仰ぐ。
②民生委員と協働で勉強会を行う（年1回）

介護保険事業所等と交流を
図り、横のつながりを強め
る。

ケアカフェの開催（年2回）参加者：介護職員、理学療法士、相談員等

センターの認知度を高
めるための周知活動

地域が包括の役割を認識
し、相談しやすい関係を作
る。

高齢者以外の年代や、企業
に出向き周知活動を行う。

地区内の企業と、高齢者以外の集いの場に対して、包括PRを行う。

介護支援専門員に対す
る連絡体制づくりと実
践力向上支援

介護支援専門員が地域資源
を適切に活用できるよう連
携強化を図る。

地域資源との連携を強化
し、顔の見える関係作りを
積極的に行う。

①介護支援専門員連絡会開催（年３回　民生委員との情報交換会、応援隊意見交換
会、医療連携に関する勉強会）
②支援困難なケースの情報共有を密に行い、介護支援専門員のマネジメントを支援す
る。
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高齢者を地域で支える
体制づくり

高齢者が安心して暮らせる
ように地域の人達で支えあ
える体制を整える。

多職種、多機関との
ネットワーク構築

高齢者に対して多方面から
アプローチできる体制を整
える。


